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り な ー ま じ ゃ が ー
井戸・パイナーカー・真謝井戸は，下位の段丘面上に位置している。












１．石灰岩堤 ２．段丘面 ３．沖積低地  唐真家の御嶽









































う か ー あ ら ま り な ー
った。そこを村人たちは降り井戸として掘り，「新生井戸」という名称を
か ー かん ぬ ちょーじぃみじぃ なーしぃきぃ お ん























































































パ イ ナ ー カ ー





















































































































































































１．石灰岩堤 ２．段丘面 ３．段丘崖および急斜面 ４．凹地 図内の細線
は等高線（単位：）。
 新玉御嶽  外間御嶽  尻間御嶽  住屋御嶽  盛伽御嶽
 ティラフグ御嶽 	 アカズキー御嶽 
 アツママー御嶽  東原御


























































































































































































































































な ー じ が ー
（１） 仲筋井戸付近の地形と地質
































































な ー じ が ー つ か ー
竹富島の仲筋井戸は地質の境界付近に設けられた筒井戸（釣り井戸）で，









う か ー か ー
地に掘られた「降り井戸」である。この３井戸の，地表面から降りる階段
は４０～５０度の勾配で，下部はオーバーハング状になっている。オーバーハ
か ー
ング状の穴（井戸）を掘る場合，土砂の排出には多大の労力を要するため，
一般的には行なわない。このことから，各井戸を掘るに当たっては，当初，
幅２前後，長さ６～１０の平面形で，（犬が穴を掘るような状態で）片
側に階段を設けながら深さ５付近まで掘り進んだのであろう。しかしな
がら，地下水面に達しなかったため，それより下位は，土砂の排出には多
大の苦労を要しながら，地下水面に達するまで掘り下げたと推定される。
なお，それぞれの井戸には宗教的な伝説が残されているが，それらにつ
いては，別の機会にまとめて報告する予定である。
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